
(57)【要約】
　本発明では、電気フィルタ、該フィルタを有する回路、前記フィルタを有するコネクタ
、これらを製作する方法およびこれらを使用する方法が提供される。フィルタは、 G導電
体、 A導電体および B導電体を有し、前記 3導電体は、前記フィルタが回路に接続されてい
ない場合、相互に電気的に絶縁される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 G導 電 体 、
　 A導 電 体 、 お よ び
　 B導 電 体 、
　 を 有 す る フ ィ ル タ で あ っ て 、
　 前 記 G導 電 体 、 A導 電 体 お よ び B導 電 体 は 、 当 該 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い な い 場 合
、 相 互 に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、
　 前 記 G導 電 体 は 、 G導 電 体 中 央 層 部 を 有 し 、 該 G導 電 体 中 央 層 部 は 、 G導 電 体 中 央 層 第 1開
口 と 、 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 と を 定 め る 表 面 を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 は 、 A導 電 体 延 伸 部 と 、 A導 電 体 第 1層 部 と 、 A導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 と 前 記 A導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 の 反 対 側 に
設 置 さ れ 、
　 前 記 B導 電 体 は 、 B導 電 体 延 伸 部 と 、 B導 電 体 第 1層 部 と 、 B導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、
　 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、
　 前 記 B導 電 体 第 1層 部 と 前 記 B導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記 中 央 部 の 反 対 側 に 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 G導 電 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 G導 電 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 し 、 該 ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部 の 平 面
を 通 っ て 延 伸 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 G導 電 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 し 、 該 ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部 、 前 記 A
導 電 体 第 2層 部 、 前 記 B導 電 体 第 1層 部 お よ び 前 記 B導 電 体 第 2層 部 を 取 り 囲 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 G導 電 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 し 、 該 ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 少 な く と も 一 つ の フ ラ ン ジ
部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 さ ら に 、 第 1の 誘 電 体 材 料 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、 第 1の 誘 電 体 材 料 と 第 2の 誘 電 体 材 料 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記
載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 A導 電 体 と 前 記 Ｂ 導 電 体 は 、 ほ ぼ 同 等 の 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載
の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 Ａ 導 電 体 第 1層 部 の 主 表 面 の 形 状 は 、 通 常 の 円 形 、 通 常 の 長 方 形 、 通 常 の 四 角 形 の
い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 Ａ 導 電 体 第 1層 部 は 、 前 記 Ａ 導 電 体 延 伸 部 を 中 心 と は し て い な い こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 Ｇ 導 電 体 は 、 さ ら に ハ ウ ジ ン グ を 有 し 、 前 記 A導 電 体 延 伸 部 と 前 記 B導 電 体 延 伸 部 の
間 の 距 離 間 隔 は 、 前 記 A導 電 体 と 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 間 の 距 離 間 隔 よ り も 短 い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 と 前 記 B導 電 体 第 1層 部 は 、 同 一 平 面 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 の 主 表 面 の 面 積 は 、 前 記 A導 電 体 第 2層 部 の 主 表 面 の 面 積 と は 異 な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 は 、 前 記 B導 電 体 の い か な る 層 部 と も 重 な ら な い こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 は 、 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 面 積 を 有 し 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部
の 主 表 面 は 、 A導 電 体 第 1層 部 面 積 を 有 し 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部 面 積 は 、 前 記 G導 電 体 開 口
面 積 よ り も 広 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 と 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 以 外
に は 、 開 口 を 定 め る 表 面 を 有 さ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 、 A導 電 体 第 1層 状 部 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部 、 前 記 A導 電 体 第 2層 部
、 前 記 B導 電 体 第 1層 部 お よ び 前 記 B導 電 体 第 2層 部 は 、 平 坦 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 と 前 記 A導 電 体 第 2層 部 の 間 の 距 離 間 隔 に 対 す る 、 前 記 A導 電 体 第 1層
状 部 の 最 大 距 離 の 比 は 、 少 な く と も 2で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 G導 電 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 し 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部 と 前 記 ハ ウ ジ ン グ 部 の 間 の
距 離 間 隔 に 対 す る 、 前 記 A導 電 体 第 1層 状 部 の 最 大 距 離 の 比 は 、 少 な く と も 2で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ を 有 す る 回 路 で あ っ て 、 さ ら に
　 電 源 お よ び
　 負 荷 、
　 を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 電 源 と 前 記 負 荷 の 間 の 一 つ の 配 線 に 沿 っ て 直 列 に 挿 入 さ れ
、 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 電 源 と 前 記 負 荷 の 間 の 別 の 配 線 に 沿 っ て 直 列 に 挿 入 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 回 路 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ を 有 す る 回 路 で あ っ て 、 さ ら に
　 電 源 お よ び
　 負 荷 、
　 を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 第 1の 端 部 を 有 し 、 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 第 1の 端 部 を 有 し 、 A
導 電 体 と B導 電 体 の 両 方 の 第 1の 端 部 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て 、 第 1の フ ィ ル タ タ ー ミ ナ ル が
形 成 さ れ 、 前 記 A導 電 体 延 伸 部 と 前 記 B導 電 体 延 伸 部 の 両 方 の 第 2の 端 部 が 電 気 的 に 接 続 さ
れ て 、 第 2の フ ィ ル タ タ ー ミ ナ ル が 形 成 さ れ 、 前 記 第 1お よ び 第 2の フ ィ ル タ タ ー ミ ナ ル は
、 前 記 電 源 と 前 記 負 荷 の 間 の 配 線 に 沿 っ て 、 直 列 に 挿 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 回 路 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の フ ィ ル タ を 有 す る コ ネ ク タ で あ っ て 、 当 該 コ ネ ク タ は 、
　 第 1の ア ー ス ス ラ ッ プ と 前 記 G導 電 体 を 接 続 す る ア ー ス ピ ン と 、 第 2の コ ネ ク タ ピ ン と 、
第 3の コ ネ ク タ ピ ン と を 有 し 、
　 前 記 ア ー ス ス ト ラ ッ プ は 、 前 記 A導 電 体 延 伸 部 と 前 記 B導 電 体 延 伸 部 の 間 に 延 び る こ と を
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特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 1の ア ー ス ス ト ラ ッ プ と と も に 、 前 記 フ ィ ル タ の 周 囲 に ル ー プ を 形 成 す
る 第 2の ア ー ス ス ト ラ ッ プ を 有 し 、 前 記 ル ー プ は 、 前 記 A導 電 体 延 伸 部 と 、 前 記 フ ィ ル タ の
反 対 側 の 前 記 B導 電 体 延 伸 部 の 間 に 延 伸 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 23に 記 載 の コ ネ ク タ
。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 構 造 内 に 延 伸 し て い る ア ー ス ピ ン は 、 存 在 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
23に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 の 断 面 積 は 、 第 1コ ネ ク タ ピ ン の 断 面 積 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 23に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 約 2.6平 方 ミ リ メ ー ト ル 以 下 の 断 面 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 26に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 延 長 コ ー ド 、 電 化 製 品 、 電 子 装 置 、 電 子 消 費 材 、 デ ジ タ ル 電 子 コ ン ピ ュ ー タ 、 サ ー バ 、
プ リ ン タ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 、 電 動 式 機 器 、 テ レ ビ ジ ョ ン 、 ラ ジ オ 、 台 所 機 器 、 冷 蔵 庫 、
自 動 車 、 ト ラ ッ ク 、 ボ ー ト 、 航 空 機 お よ び 列 車 の う ち の い ず れ か に 設 置 さ れ た 、 請 求 項 1
に 記 載 の フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 延 長 コ ー ド 、 電 化 製 品 、 電 子 装 置 、 電 子 消 費 材 、 デ ジ タ ル 電 子 コ ン ピ ュ ー タ 、 サ ー バ 、
プ リ ン タ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 、 電 動 式 機 器 、 テ レ ビ ジ ョ ン 、 ラ ジ オ 、 台 所 機 器 、 冷 蔵 庫 、
自 動 車 、 ト ラ ッ ク 、 ボ ー ト 、 航 空 機 お よ び 列 車 の う ち の い ず れ か に 設 置 さ れ た 、 請 求 項 23
に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 3つ 以 上 の オ ス 型 ま た は メ ス 型 ピ ン を 有 す る 、 請 求 項 23に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 低 電 力 デ ジ タ ル 変 換 ユ ー テ ィ リ テ ィ 電 力 、 高 電 圧 お よ び 高 周 波 数 の 、 少 な く と も 一 つ の
た め に 設 計 さ れ た 、 請 求 項 23に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 G導 電 体 を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 A導 電 体 を 提 供 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 B導 電 体 を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 を 有 す る フ ィ ル タ を 製 作 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 G導 電 体 、 前 記 A導 電 体 お よ び 前 記 B導 電 体 は 、 前 記 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い
な い 場 合 、 相 互 に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、
　 前 記 G導 電 体 は 、 G導 電 体 中 央 層 部 を 有 し 、 該 G導 電 体 中 央 層 部 は 、 G導 電 体 中 央 層 第 1開
口 と 、 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 と を 定 め る 表 面 を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 は 、 A導 電 体 延 伸 部 と 、 A導 電 体 第 1層 部 と 、 A導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 と 前 記 A導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 の 反 対 側 に
設 置 さ れ 、
　 前 記 B導 電 体 は 、 B導 電 体 延 伸 部 と 、 B導 電 体 第 1層 部 と 、 B導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、
　 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、
　 前 記 B導 電 体 第 1層 部 と 前 記 B導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記 中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 置 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 32に 記 載 の 方 法 を 含 む 、 コ ネ ク タ を 製 作 す る 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 前 記 フ ィ ル タ
を コ ネ ク タ 構 造 部 に 設 置 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-528868 A 2006.12.21



【 請 求 項 ３ ４ 】
　 フ ィ ル タ を 使 用 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 フ ィ ル タ は 、
　 G導 電 体 、
　 A導 電 体 お よ び
　 B導 電 体
　 を 有 し 、 前 記 G導 電 体 、 前 記 A導 電 体 お よ び 前 記 B導 電 体 は 、 前 記 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続
さ れ て い な い 場 合 、 相 互 に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、
　 前 記 G導 電 体 は 、 G導 電 体 中 央 層 部 を 有 し 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 は 、 G導 電 体 中 央 層 第 1
開 口 と 、 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 と を 定 め る 表 面 を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 は 、 A導 電 体 延 伸 部 と 、 A導 電 体 第 1層 部 と 、 A導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、
　 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、
　 前 記 A導 電 体 第 1層 部 お よ び 前 記 A導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 の 反 対
側 に 設 置 さ れ 、
　 前 記 B導 電 体 は 、 B導 電 体 延 伸 部 と 、 B導 電 体 第 1層 部 と 、 B導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、
　 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、
　 前 記 B導 電 体 第 1層 部 お よ び 前 記 B導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記 中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 置
さ れ 、
　 前 記 フ ィ ル タ で 電 気 エ ネ ル ギ ー が フ ィ ル タ 処 理 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 フ ィ ル タ を 使
用 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ は 、 コ ネ ク タ と 一 体 化 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 34に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ネ ル ギ ー 調 節 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 電 気 フ ィ ル タ 、 該 フ ィ ル タ を 有 す る 回 路 、 前 記 フ ィ ル タ を 有 す る コ ネ ク タ
、 こ れ ら を 製 作 す る 方 法 お よ び こ れ ら を 使 用 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 フ ィ ル タ は 、 G導 電
体 、 A導 電 体 お よ び B導 電 体 を 有 し 、 前 記 3導 電 体 は 、 前 記 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い
な い 場 合 、 相 互 に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 エ ネ ル ギ ー フ ィ ル タ 処 理 、 エ ネ ル ギ ー フ ィ ル タ 、 お よ び エ ネ ル ギ ー フ
ィ ル タ が 設 置 さ れ る コ ネ ク タ と 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。 エ ネ ル ギ ー フ ィ ル タ は 、 エ ネ
ル ギ ー 調 節 器 と も 呼 ば れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー フ ィ ル タ ま た は 調 節 器 が 提 供 さ れ 、 特 に こ れ ら は 、 電 力 用
途 、 そ れ ら が 使 用 さ れ る 回 路 、 フ ィ ル タ の 製 作 方 法 、 お よ び フ ィ ル タ の 使 用 方 法 に 利 用 さ
れ る 。 エ ネ ル ギ ー フ ィ ル タ は 、 電 気 装 置 の コ ネ ク タ の 素 子 と し て 設 置 さ れ て も 良 い 。 電 気
装 置 は 、 電 気 的 な 負 荷 を 含 む 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す べ て の 実 施 例 に お い て 、 調 節 器 の 内 部 構 造 は 、 G導 電 体 と A導 電 体 を 含 む 。 全 て の 実 施
例 に お い て 、 G導 電 体 は 、 Aお よ び B導 電 体 と 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 す べ て の 実 施 例 に お い
て 、 Aお よ び B導 電 体 は 、 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い な い 場 合 、 相 互 に 電 気 的 に 分 離 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 で は 、 フ ィ ル タ を 製 作 す る 方 法 、 回 路 内 で フ ィ ル タ を 使 用 す る 方 法 、 お よ び フ ィ
ル タ が 提 供 さ れ 、 フ ィ ル タ は 、 G導 電 体 、 A導 電 体 お よ び B導 電 体 を 有 し 、 前 記 G導 電 体 、 前
記 A導 電 体 お よ び 前 記 B導 電 体 は 、 前 記 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い な い 場 合 、 相 互 に 電
気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 前 記 G導 電 体 は 、 G導 電 体 中 央 層 部 を 有 し 、 該 G導 電 体 中 央 層 部 は 、 G導
電 体 中 央 層 第 1開 口 と 、 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 と を 定 め る 表 面 を 有 し 、 前 記 A導 電 体 は 、 A
導 電 体 延 伸 部 と 、 A導 電 体 第 1層 部 と 、 A導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、
前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、 前 記 A導 電 体 第 1層 部 と 前 記 A導 電 体 第 2層 部
は 、 相 互 に 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 け ら れ 、 前 記 B導 電 体 は 、 B導 電 体 延 伸 部 と
、 B導 電 体 第 1層 部 と 、 B導 電 体 第 2層 部 と を 有 し 、 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央
層 第 2開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、 前 記 B導 電 体 第 1層 部 と 前 記 B導 電 体 第 2層 部 は 、 相 互 に 前 記
中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 本 発 明 で は 、 フ ィ ル タ を 製 作 す る 方 法 と 、 回 路 に フ ィ ル タ を 用 い る 方 法 と 、 フ ィ ル
タ と が 提 供 さ れ 、 該 フ ィ ル タ は 、 G導 電 体 、 A導 電 体 お よ び B導 電 体 を 有 し 、 前 記 G導 電 体 、
A導 電 体 お よ び B導 電 体 は 、 前 記 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い な い 場 合 、 相 互 に 電 気 的 に
絶 縁 さ れ 、 前 記 G導 電 体 は 、 G導 電 体 中 央 層 部 を 有 し 、 該 G導 電 体 中 央 層 部 は 、 G導 電 体 中 央
層 第 1開 口 と 、 G導 電 体 中 央 層 第 2開 口 と を 定 め る 表 面 を 有 し 、 前 記 A導 電 体 は 、 A導 電 体 延
伸 部 と 、 A導 電 体 層 部 と を 有 し 、 前 記 A導 電 体 層 部 は 、 A導 電 体 層 部 開 口 を 定 め る 表 面 を 有
し 、 前 記 B導 電 体 は 、 B導 電 体 延 伸 部 と 、 B導 電 体 層 部 と を 有 し 、 該 B導 電 体 層 部 は 、 B導 電
体 層 部 開 口 を 定 め る 表 面 を 有 し 、 前 記 A導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 1開 口 と 、
前 記 B導 電 体 層 部 開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、 前 記 B導 電 体 延 伸 部 は 、 前 記 G導 電 体 中 央 層 第 2開
口 と 、 前 記 A導 電 体 層 部 開 口 を 貫 通 し て 延 伸 し 、 前 記 A導 電 体 層 部 と 前 記 B導 電 体 層 部 は 、
相 互 に 前 記 G導 電 体 中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル タ は 、 低 誘 導 フ ィ ル タ ま た は 非 誘 導 フ ィ ル タ と 呼 ば れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 お よ び 利 点 を 、 図 面 と 実 施 例 の 記 載 を 参 照 し て 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 1に は 、 フ ィ ル タ の 上 面 を 示 す 。 こ の フ ィ ル タ は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10、 誘 電 体 20、
絶 縁 シ ー ス ま た は 管 30、 導 電 性 電 極 40、 絶 縁 管 50お よ び 導 電 性 電 極 60を 有 す る 。 シ ー ス ま
た は 管 状 の 絶 縁 体 30は 、 導 電 性 電 極 40の 一 部 を 取 り 囲 ん で い る 。 絶 縁 管 50は 、 導 電 性 電 極
60の 一 部 を 取 り 囲 ん で い る 。 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10は 、 円 筒 状 で あ り 、 誘 電 体 20、 絶 縁 管 30
、 50お よ び 導 電 性 電 極 40、 60を 取 り 囲 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 誘 電 体 20は 、 電 気 素 子 を 入 れ る た め の 材 料 で あ っ て も 良 い 。 絶 縁 シ ー ス ま た は 管 30、 50
は 、 熱 収 縮 管 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 導 電 性 電 極 40、 60は 、 金 属 ロ ッ ド 、 リ ー ド 、 線 ま た は ピ ン と も 呼 ば れ る 延 伸 部 分 を 有 し
、 例 え ば 銅 ま た は ア ル ミ ニ ウ ム の よ う な 金 属 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 2に は 、 代 替 フ ィ ル タ 200の 上 面 を 示 す 。 こ の フ ィ ル タ は 、 ハ ウ ジ ン グ 10お よ び 導 電 性
電 極 40、 60を 有 す る 。 通 常 フ ィ ル タ 200の 周 囲 は 、 長 方 形 状 で あ る 。 図 2に は 、 導 電 性 ハ ウ
ジ ン グ 10の 周 囲 形 状 と 、 対 応 す る 内 部 素 子 の 平 坦 部 と が 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 形 状 は
、 重 要 で は な い 。 通 常 の 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 外 周 は 、 例 え ば 楕 円 、 三 角 形 、 長 方 形 、 5
角 形 、 6角 形 、 8角 形 で あ り 、 通 常 は 中 心 対 称 、 不 規 則 ま た は 各 辺 同 様 の 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 3に は 、 絶 縁 管 30’ お よ び 50’ を 有 す る フ ィ ル タ 1を 示 す 。 図 3に は 、 電 極 40、 60が 示
さ れ て お り 、 各 電 極 は 、 被 覆 さ れ て い な い タ ー ミ ナ ル 310、 310’ 、 320、 320’ を 有 す る 。
タ ー ミ ナ ル 310、 310’ 、 320、 320’ は 、 ハ ウ ジ ン グ 10お よ び 誘 電 体 20の 垂 直 範 囲 を 超 え て
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垂 直 に 延 び て い る 。 図 3で は 、 絶 縁 管 50、 50’ 、 30、 30’ が 示 さ れ て お り 、 こ れ ら の 各 々
は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10と 誘 電 体 20の 垂 直 範 囲 を 超 え て 、 垂 直 に 伸 び て い る 。 導 電 性 ハ ウ
ジ ン グ 10は 、 導 電 性 コ ー テ ィ ン グ ま た は 層 で 構 成 さ れ て も 良 く 、 構 造 化 素 子 と し て 構 成 さ
れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 代 替 実 施 例 は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10を 有 し 、 こ の ハ ウ ジ ン グ は 、 1ま た は 2以 上 の タ ー ミ
ナ ル 310、 310'、 320、 320’ の 垂 直 範 囲 を 超 え て 垂 直 に 延 び て お り 、 タ ー ミ ナ ル 310、 310'
、 320、 320’ は 、 異 な る 長 さ で あ っ て 、 絶 縁 管 と 誘 電 体 20は 有 さ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 代 替 実 施 例 で は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 外 表 面 は 、 部 分 的 に ま た は 完 全 に 凸 面 、 凹 面 の
断 面 を 持 ち 、 ま た は 図 3の 水 平 方 向 に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ 10の 上 部 ま た は 底 部 で の ハ ウ ジ
ン グ 10の 面 積 と は 異 な る 面 積 の 他 の 形 状 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 あ る い は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10は 、 単 に 実 質 的 に 円 筒 状 に 内 部 素 子 を 覆 っ て も 良 い 。 こ
の 場 合 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10は 、 あ る 開 口 を 定 め る 。 あ る い は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10は 、
ネ ッ ト ワ ー ク ま た は メ ッ シ ュ 金 属 と し て 構 成 さ れ て も 良 い 。 代 替 実 施 例 で は 、 導 電 性 ハ ウ
ジ ン グ 10は 使 用 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 あ る い は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 上 部 も し く は 底 部 ま た は 上 部 と 底 部 の 両 方 は 、 ハ ウ ジ
ン グ 10の 軸 の 内 方 に 向 か っ て 延 び る フ ラ ン ジ を 有 し て も 良 い 。 フ ラ ン ジ は 、 誘 電 体 20の 表
面 の 一 部 ま た は 全 部 を 覆 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 導 電 性 電 極 40、 60の 断 面 は 、 円 形 で は な く 、 例 え ば 比 較 的 幅 広 で 平 坦
で あ る 。 幅 広 で 平 坦 な 断 面 で は 、 イ ン ダ ク タ ン ス が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 4に は 、 フ ィ ル タ 1の 図 1の X－ X線 に 沿 っ た 側 断 面 構 造 を 示 す 。 図 4で は 、 フ ィ ル タ 1は
、 A導 電 体 、 B導 電 体 お よ び G導 電 体 を 有 す る 。 A導 電 体 は 、 導 電 性 ピ ン 60、 導 電 性 コ ネ ク タ
材 料 領 域 410お よ び 導 電 層 420を 有 す る 。 B導 電 体 は 、 導 電 性 電 極 40、 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料
領 域 430お よ び 導 電 層 440を 有 す る 。 G導 電 体 は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10、 中 央 導 電 層 450、 導
電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 460、 461お よ び 導 電 層 470、 471を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 図 4に は 、 均 一 厚 さ の 誘 電 体 素 子 480、 481が 示 さ れ て お り 、 こ れ は ウ ェ ハ と も 呼 ば
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 は 、 電 気 的 接 続 を 提 供 す る よ う に 設 計 さ れ た 材 料 を 有 す る 。 導 電 性
コ ネ ク タ 材 料 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 ハ ン ダ と 導 電 性 ペ ー ス ト を 有 す る 。
導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 410、 430、 460、 461は 、 隣 接 導 電 素 子 の 間 に 電 気 的 接 続 を 提 供 す
る 。 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 460、 461は 、 層 状 で あ り 、 隣 接 す る 層 に ほ ぼ 均 一 な 電 気 的 接
続 を 提 供 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 A導 電 体 の 導 電 層 420は 、 B導 電 体 の 導 電 ピ ン 40の 周 囲 に 延 び て い る 。 B導 電 体 の 導 電 層 44
0は 、 A導 電 体 の 導 電 ピ ン 60の 周 囲 に 延 び て い る 。 各 導 電 ピ ン 40、 60は 、 G導 電 体 の 導 電 層 4
50内 の 異 な る 開 口 を 通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 絶 縁 管 30は 、 A導 電 体 の 導 電 層 420と G導 電 体 の 導 電 層 450か ら 、 導 電 ピ ン を 電 気 的 に 絶 縁
す る 。 絶 縁 管 50’ は 、 B導 電 体 の 導 電 層 440と G導 電 体 の 導 電 層 450か ら 、 導 電 ピ ン 60を 電 気
的 に 絶 縁 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 代 替 実 施 例 で は 、 絶 縁 管 30、 50’ は 、 ピ ン 40、 60の そ の 部 分 の 周 囲 の み 絶 縁 材 料 に 置 き
換 え ら れ 、 そ れ ぞ れ Aお よ び B導 電 体 以 外 の 導 電 体 と の 電 気 的 接 触 が 回 避 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 導 電 層 440、 471、 470お よ び 420は 、 誘 電 体 素 子 480、 481の 表 面 に 成 膜 し て 、 形 成 さ れ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 層 を 貫 通 す る 開 口 （ 符 号 な し ） は 、 ピ ン お よ び 絶 縁 管 が 通 過 で き る よ う に 寸 法 化 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 導 電 層 440は 、 半 径 方 向 に 端 部 490ま で 延 び る 。 誘 電 体 素 子 481は 、 半 径 方 向 に 端 部 491ま
で 延 び る 。 導 電 層 471は 、 半 径 方 向 に 端 部 492ま で 延 び る 。 端 部 492の 半 径 方 向 の 範 囲 は 、
端 部 490の 半 径 範 囲 を 超 え る 。 端 部 491と 端 部 492の 半 径 範 囲 は 、 ほ ぼ 等 し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 あ る い は 、 端 部 490の 半 径 範 囲 は 、 端 部 492の 半 径 範 囲 と 同 じ か 、 よ り 広 く て も 良 い 。 あ
る い は 、 端 部 491の 半 径 範 囲 は 、 両 端 部 490、 492の 半 径 範 囲 よ り 広 く て も 、 同 じ で あ っ て
も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 A導 電 体 お よ び B導 電 体 の 導 電 層 は 、 ハ ウ ジ ン グ 10の 内 面 の 表 面 積 の 少 な く と も 20％ よ り
も 大 き い こ と が 好 ま し く 、 少 な く と も 50％ で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 70％ で あ る こ と が
よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 80％ で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 電 極 40、 60が 貫 通 す る 開 口 の 全 面 積 に 対 す る 、 A導 電 体 の 導 電 層 の 一 つ の 主 表 面 の 表 面
積 の 比 は 、 少 な く と も 2で あ る こ と が 好 ま し く 、 少 な く と も 5で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、
少 な く と も 10で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 距 離 間 隔 は 、 2つ の 対 象 物 の 最 も 短 い 距 離 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 層 420と 層 470の 間 の 距 離 間 隔 は 、 層 440と 層 461の 間 の 距 離 間 隔 と 等 し い こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 層 420と 層 470の 間 の 距 離 間 隔 に 対 す る 、 層 420の 主 表 面 に お け る 最 長 寸 法 の 比 は 、 少 な
く と も 2で あ る こ と が 好 ま し く 、 少 な く と も 8で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 12で
あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 層 420と ハ ウ ジ ン グ 10の 間 の 距 離 間 隔 に 対 す る 、 層 420の 主 表 面 に お け る 最 長 寸 法 の 比 は
、 少 な く と も 2で あ る こ と が 好 ま し く 、 少 な く と も 4で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と
も 8で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 あ る い は 、 い ず れ か ま た は 全 て の 素 子 460、 461、 470お よ び 471は 、 除 去 し て も 良 い 。 こ
れ ら の 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 は 、 隣 接 す る 導 電 層 に 対 し て 均 一 な 電 気 接 続 を 提 供 す る 。
図 5に 示 す 導 電 性 構 造 の 構 成 を 変 え ず に 、 こ れ ら を 省 略 し て も 良 い 。 層 470お よ び 460は 、
誘 電 ポ ッ ト 材 料 と 置 き 換 え ら れ て も 良 く 、 こ れ に よ り 、 誘 電 体 480と 板 450の 間 に 均 一 な 誘
電 体 界 面 が 提 供 さ れ る 。 層 461と 層 471が 、 同 様 に 置 換 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 5に は 、 フ ィ ル タ 1の 導 電 性 構 造 を 概 略 的 に 示 す 。 導 電 性 構 造 は 、 A、 Bお よ び G導 電 体
を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 G導 電 体 は 、 中 央 層 部 お よ び ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 す る 。 ハ ウ ジ ン グ 部 の 設 置 は 、 任 意 で あ
る が 、 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 G導 電 体 の 中 央 層 部 は 、 2つ の 開 口 を 定 め る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 A導 電 体 は 、 ピ ン ま た は 貫 通 接 続 部 と 、 層 部 と を 有 す る 。 A導 電 体 の 層 部 は 、 一 つ の 開 口
を 有 す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 B導 電 体 は 、 ピ ン ま た は 貫 通 接 続 部 と 、 層 部 と を 有 す る 。 B導 電 体 の 層 部 は 、 一 つ の 開 口
を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 A、 Bお よ び G導 電 体 は 、 相 互 に 、 A導 電 体 の ピ ン 部 が 、 G導 電 体 の 一 つ の 開 口 と B導 電 体 の
開 口 を 通 っ て 延 び 、 ま た B導 電 体 の ピ ン が 、 A導 電 体 の 開 口 と G導 電 体 の 一 つ の 開 口 を 通 っ
て 延 び る よ う に 、 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Aお よ び B導 電 体 は 、 G導 電 体 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 フ ィ ル タ 1が 回 路 に 接 続 さ れ な い
場 合 、 Aお よ び B導 電 体 は 、 相 互 に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 G導 電 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 G導 電 体 の ハ ウ ジ ン グ 部 は 、 A、 Bお
よ び G導 電 体 の 層 部 を 取 り 囲 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Aお よ び B導 電 体 の 層 部 は 、 G導 電 体 の ハ ウ ジ ン グ 部 の 内 表 面 に よ っ て 定 め ら れ る 領 域 の
主 要 部 を 横 断 し て 伸 び る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Aお よ び B導 電 体 の 層 部 は 、 同 じ 周 囲 部 を 有 し 、 相 互 の 開 口 の 位 置 の み が 実 質 的 に 異 な る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 Aお よ び B導 電 体 の ピ ン 部 が 通 る 、 G導 電 体 の 層 部 の 2つ の 開 口 は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 の 中 心 軸
の 近 く に 設 置 さ れ 、 G導 電 体 の ハ ウ ジ ン グ 部 の 壁 よ り も 相 互 に 接 近 し て い る こ と が 好 ま し
い 。 Aお よ び B導 電 体 の ピ ン 部 は 、 電 気 的 短 絡 が 生 じ な い よ う に 、 相 互 に 接 近 し て は 設 置 さ
れ な い 。 Aお よ び B導 電 体 の ピ ン 部 を ど の く ら い 接 近 さ せ て 相 互 に 設 置 す る か は 、 通 常 の 作
動 条 件 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 あ る い は 、 A、 Bお よ び G導 電 体 の 各 々 は 、 追 加 の 開 口 を 定 め て も 良 く 、 こ の 開 口 は 、 図 4
お よ び 5に 示 す よ う な 、 幾 何 学 的 に 平 坦 で 、 均 一 厚 さ の 層 で は な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 あ る い は 、 A、 Bお よ び G導 電 体 は 、 平 坦 で は な い 層 部 を 有 し て も 良 く 、 層 部 は 、 ス テ ッ
プ 、 曲 線 部 、 凹 凸 等 を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 G導 電 体 は 、 A導 電 体 お よ び B導 電 体 の 開 口 を 貫 通 す る ピ ン を 有 し て も 良 い 。 そ の よ う な
ピ ン で は 、 通 常 、 交 流 （ AC） プ ラ グ に 内 在 す る 3ピ ン に 、 フ ィ ル タ を 固 定 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 別 の 代 替 実 施 例 で は 、 Aお よ び B導 電 体 は 、 そ れ ぞ れ 少 な く と も 一 つ の 追 加 導 電 層 を 有 す
る 。 こ の 代 替 実 施 例 の 構 造 の 一 例 で は 、 図 4の 左 側 に は 、 導 電 層 420の 上 部 に 、 誘 電 体 480
と 寸 法 お よ び 形 状 が 等 し い 別 の 誘 電 体 ウ ェ ハ が 設 け ら れ 、 そ の 上 に 上 部 の 層 420と 寸 法 お
よ び 形 状 が 等 し い 別 の 導 電 層 （ 420X、 図 示 さ れ て い な い ） が 得 ら れ る よ う に 変 更 さ れ る 。
こ の 代 替 実 施 例 で は 、 両 導 電 層 420と 420Xは 、 電 気 的 に 電 極 60と 接 続 さ れ 、 例 え ば 、 層 420
Xと 隣 接 す る 、 誘 電 体 507の 上 部 よ り わ ず か に 低 い 、 追 加 の 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 に よ っ て 、
層 420が 電 極 60の 反 対 側 表 面 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 同 様 の 変 更 は 、 B導 電 体 に 対 し て も 可
能 で あ る 。 追 加 の 導 電 層 は 、 Aお よ び B導 電 体 の 各 々 に 対 し て 、 同 様 の 方 法 で 層 420、 420X
に 相 互 に 積 層 さ れ る 。 A導 電 体 の 各 導 電 層 に は 、 B導 電 体 の 電 極 40が 通 る 開 口 が 設 け ら れ る
。 B導 電 体 の 各 導 電 層 に は 、 A導 電 体 の 電 極 60が 通 る 開 口 が 設 け ら れ る 。 誘 電 体 シ ー ス 50’
、 30は 、 Aお よ び B導 電 体 の そ れ ぞ れ の 多 層 化 導 電 層 の 厚 さ の 増 大 に 対 応 し て 、 延 伸 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 6に は 、 フ ィ ル タ 600の 上 部 表 面 の 平 面 図 を 示 す 。 フ ィ ル タ は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10、
誘 電 体 20お よ び 導 電 性 電 極 ま た は 貫 通 接 続 40、 60を 有 す る 。 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10、 導 電 性
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電 極 60お よ び 導 電 性 電 極 40は 、 そ れ ぞ れ G、 Aお よ び B導 電 体 の 一 部 を 構 成 す る 。 導 電 性 ハ
ウ ジ ン グ 10の 設 置 は 、 任 意 で あ る が 、 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 7に は 、 図 2の よ う な 代 替 フ ィ ル タ 700の 上 部 表 面 を 示 す 。 フ ィ ル タ は 、 導 電 性 ハ ウ ジ
ン グ 10お よ び 導 電 性 電 極 40、 60を 有 す る 。 通 常 フ ィ ル タ 700は 、 長 方 形 の 外 周 を 有 す る 。
図 7に 示 す よ う な 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 外 周 形 状 と 、 対 応 す る 内 部 素 子 の 平 坦 範 囲 は 、
重 要 で は な い 。 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 外 周 は 、 例 え ば 、 一 般 的 な 楕 円 、 三 角 形 、 長 方 形 、
5角 形 、 6角 形 、 8角 形 ま た は 同 等 の 形 状 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 8に は 、 フ ィ ル タ 600の 側 面 図 を 示 す 。 導 電 性 電 極 ま た は 貫 通 接 続 40、 60は 、 フ ィ ル タ
600を 貫 通 し て 延 び て い る 。 す な わ ち 導 電 性 電 極 40、 60は 、 ピ ン 、 ロ ッ ド ま た は ワ イ ヤ 状
で あ る 。 タ ー ミ ナ ル 310、 310’ 、 320、 320’ は 、 ハ ウ ジ ン グ 10の 垂 直 範 囲 お よ び 誘 電 体 20
の 垂 直 範 囲 を 超 え て 、 垂 直 に 伸 び て い る 。 タ ー ミ ナ ル 310、 310’ 、 320、 320’ は 、 回 路 に
接 続 す る た め 設 け ら れ る 。 こ れ ら の タ ー ミ ナ ル が 回 路 に 接 続 さ れ 得 る 限 り 、 こ れ ら の タ ー
ミ ナ ル は 、 必 ず し も 誘 電 体 ま た は ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 垂 直 に 延 伸 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 9に は 、 図 6の フ ィ ル タ 600の X－ X線 に 沿 っ た 側 断 面 図 を 示 す 。 図 9に は 、 A、 Bお よ び G
導 電 体 と 、 そ れ ら の 間 の あ る 誘 電 体 を 示 す 。 特 に 図 9で は 、 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 902、
導 電 層 904、 誘 電 体 素 子 906、 導 電 層 908、 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 910、 導 電 板 912、 導 電
性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 916、 導 電 層 918、 誘 電 体 素 子 920、 導 電 層 922お よ び 導 電 性 コ ネ ク タ 材
料 領 域 923が 示 さ れ て い る 。 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 902は 、 導 電 素 子 60を 導 電 層 904に 電
気 的 に 接 続 す る 。 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 910は 、 導 電 層 908を 導 電 板 912の 上 面 に 電 気 的
に 接 続 す る 。 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 916は 、 導 電 板 912の 底 面 を 導 電 層 918に 電 気 的 に 接
続 す る 。 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 923は 、 導 電 素 子 60を 導 電 層 922に 電 気 的 に 接 続 す る 。 誘
電 体 領 域 934は 、 外 表 面 932と 、 導 電 素 子 60の 外 表 面 の 一 部 と 面 す る 内 表 面 936と を 有 す る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 素 子 908、 910、 912、 916お よ び 918は 、 G導 電 体 の 一 部 を 構 成 す る 。 誘 電 体 934は 、 素 子 9
08、 910、 912、 916お よ び 918と 面 す る 導 電 素 子 60の 表 面 の 少 な く と も 一 部 の 領 域 を 被 覆 し
、 誘 電 体 934は 、 導 電 素 子 60と G導 電 体 と の 間 の 電 気 接 続 を 防 止 す る 機 能 を 有 す る 。 誘 電 体
934は 、 環 状 領 域 で あ っ て も 良 く 、 例 え ば 、 導 電 素 子 60の 一 部 を 取 り 囲 む 管 状 で あ る 。 誘
電 体 934は 、 導 電 素 子 60の 外 表 面 形 状 に 揃 っ た 内 表 面 形 状 を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 誘 電 体 906は 、 導 電 素 子 60が 貫 通 す る 開 口 を 定 め る 表 面 を 有 す る 。 同 様 に 、 誘 電 体 920は
、 導 電 素 子 60が 貫 通 す る 開 口 を 定 め る 表 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 導 電 層 904、 908、 導 電 板 912お よ び 導 電 層 918、 922は 、 そ れ ぞ れ 導 電 素 子 60が 貫 通 す る
開 口 を 定 め る 表 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 導 電 素 子 60が 貫 通 す る 全 て の 開 口 は 、 導 電 素 子 60が そ れ ら を 通 っ て 直 線 的 に 延 伸 で き る
よ う に 、 位 置 が 揃 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 導 電 板 912は 、 導 電 素 子 60が 貫 通 す る 一 つ の 開 口 と 、 導 電 素 子 40が 貫 通 す る 別 の 開 口 を
除 き 、 ハ ウ ジ ン グ 10の 内 面 全 体 に わ た っ て 延 び る 。 導 電 板 912は 、 ハ ウ ジ ン グ 10と は 別 の
構 造 化 素 子 で あ っ て も 良 い 。 導 電 板 912は 、 ハ ウ ジ ン グ 10を 含 む 一 体 化 素 子 の 一 部 で あ っ
て も 良 い 。 ハ ウ ジ ン グ 10の 設 置 は 任 意 で あ る が 、 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 導 電 層 904は 左 側 端 部 924、 誘 電 体 906は 左 側 端 部 926、 導 電 層 908は 左 側 端 部 928を 有 す る
。 左 側 端 部 924お よ び 928は 、 図 9に お い て 、 左 側 端 部 926ほ ど 左 に は 延 伸 し な い 。 別 の 実 施
例 で は 、 左 側 端 部 924ま た は 928の い ず れ か が 、 導 電 素 子 60か ら さ ら に 延 伸 し 、 両 左 側 端 部
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924お よ び 928は 、 左 側 端 部 926と 同 等 分 だ け 左 側 に 延 び る 。 左 側 端 部 924、 928は 、 誘 電 体 9
06の 主 表 面 の 周 囲 端 部 に 対 す る 、 層 904、 908の 範 囲 を 表 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 910お よ び 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 領 域 916は 、 隣 接 す る 導 電 層 の 表
面 を 相 互 に 均 一 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 B導 電 体 構 造 を 有 す る 、 図 9の 右 半 分 の 構 造 は 、 前 述 の 左 半 分 の 構 造 と 同 様 で あ る 。 例 え
ば 、 素 子 906’ お よ び 920’ （ 図 9の 右 半 分 ） の 寸 法 、 形 状 お よ び 絶 縁 性 能 は 、 素 子 906よ 92
0（ 図 9の 左 半 分 ） に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 9で は 、 A、 Bお よ び G導 電 体 の い ず れ か を 構 成 す る 各 導 電 素 子 が 示 さ れ て い る 。 図 9の
中 央 に は 、 Aお よ び B導 電 体 を 構 成 す る 層 の 内 端 部 間 の 空 間 950が 示 さ れ て い る 。 空 間 950お
よ び こ こ に 示 さ れ て い る い か な る 誘 電 体 も 、 A導 電 体 の 層 を B導 電 体 の 層 と 電 気 的 に 絶 縁 す
る た め に 設 置 さ れ る 。 図 9の 右 側 に は 、 B導 電 体 を 構 成 す る 層 の 右 側 端 部 と 、 ハ ウ ジ ン グ 10
と の 間 の 空 間 940が 示 さ れ て い る 。 空 間 940お よ び こ こ に 示 さ れ て い る い か な る 誘 電 体 も 、
B導 電 体 G導 電 体 の 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10と の 間 を 電 気 的 に 絶 縁 す る た め に 設 置 さ れ る 。 同 様
の 空 間 は 、 A導 電 体 の 導 電 層 と 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 間 に 存 在 す る 。 A導 電 体 の 層 904、 922
の 主 表 面 の 正 確 な 形 状 は 、 重 要 で は な い 。 こ れ ら の 表 面 は 、 例 え ば 通 常 の 円 形 、 長 方 形 、
四 角 形 、 ま た は 他 の 形 状 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 導 電 層 904、 922は 、 導 電 性 電 極 60に 対 し て 中 心 が 揃 っ て い な く て も 良 い 。 例 え ば 、 導 電
性 電 極 60は 、 ハ ウ ジ ン グ 10の 中 心 軸 の 近 く に 設 置 さ れ て も 良 く 、 導 電 層 904、 922は 、 実 質
的 に 全 体 が 導 電 性 電 極 60の 左 に 設 置 さ れ て も 良 い 。 こ の 代 替 例 で は 、 導 電 性 電 極 40は 、 ハ
ウ ジ ン グ 10の 中 心 軸 の 近 傍 に 設 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 導 電 層 904’ 、 922’ は 、 実 質 的
に 全 体 が 導 電 性 電 極 40の 右 側 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 A導 電 体 の 層 （ 904、 922） は 、 製 造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 B導 電 体 の 層 （ 904’ 、 922’ ） と 同
一 平 面 に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 B導 電 体 の 導 電 層 904'、 922’ の 主 表 面 の 形 状 は 、 製 造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 A導 電 体 の 主 表
面 904、 922の 形 状 と 同 等 で あ る こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 こ れ ら は 異 な る 形 状 で あ っ て も
良 い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 B導 電 体 の 導 電 層 904’ 、 922’ の 主 表 面 の 寸 法 は 、 製 造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 A導 電 体 の 導 電
層 904、 922の 主 表 面 の 寸 法 と 同 等 で あ る こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 こ れ ら は 相 互 に 異 な る
寸 法 で あ っ て も 良 い 、
　 素 子 904、 904’ 、 922お よ び 922’ の そ れ ぞ れ の 面 積 と 寸 法 は 、 相 互 に 異 な っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 導 電 層 904と 922の 主 表 面 の 面 積 が 相 互 に 異 な る 場 合 、 導 電 層 904の 主 表 面 の 面 積 は 、 製
造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 導 電 層 904’ の 主 表 面 の 面 積 と 等 し く し 、 導 電 層 922の 主 表 面 の 面 積 は
、 導 電 層 922’ の 主 表 面 の 面 積 と 等 し く す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 導 電 層 904の 主 表 面
の 面 積 が 、 導 電 層 922の 主 表 面 の 面 積 の 2倍 で あ る 場 合 、 導 電 層 904’ の 主 表 面 の 面 積 は 、
導 電 層 904の 主 表 面 の 面 積 と 等 し く し 、 導 電 層 922’ の 主 表 面 の 面 積 の 2倍 と す る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 製 造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 誘 電 体 906、 920、 906’ 、 920’ は 、 相 互 に 同 じ 厚 さ で あ る （ 図 9
の 垂 直 方 向 に よ っ て 定 ま る ） 。 た だ し 、 誘 電 体 は 、 全 て 異 な る 厚 さ で あ っ て も 良 い 。 製 造
誤 差 の 範 囲 内 で 、 誘 電 体 906、 906’ は 、 相 互 に 同 じ 厚 さ で あ っ て 、 誘 電 体 920、 920’ は 、
相 互 に 同 じ 厚 さ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
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　 導 電 層 904の 主 表 面 の 寸 法 お よ び 形 状 は 、 A導 電 体 の 導 電 層 922の 主 表 面 の 寸 法 お よ び 形
状 と 等 し い こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 こ れ ら の 寸 法 は 、 相 互 に 異 な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 誘 電 体 20の 設 置 は 、 任 意 で あ る 。 た だ し 、 誘 電 体 は 、 フ ラ ッ シ ュ オ ー バ ー の 防 止 に 役 立
つ 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 Aお よ び B導 電 体 は 、 中 央 導 電 層 912お よ び ハ ウ ジ ン グ 10の 中 心 軸 か ら 等 距 離 に 設 置 さ れ
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 10に は 、 フ ィ ル タ 600の 導 電 構 造 を 概 略 的 に 示 す 。 導 電 構 造 は 、 A、 Bお よ び G導 電 体 を
有 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 G導 電 体 は 、 中 央 層 部 と 任 意 の ハ ウ ジ ン グ 部 と を 有 す る 。 G導 電 体 の 中 央 層 部 は 、 第 1お
よ び 第 2の 開 口 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 A導 電 体 は 、 ピ ン 部 と 、 第 1お よ び 第 2の 層 部 と を 有 す る 。 A導 電 体 の ピ ン 部 は 、 G導 電 体
の 中 央 層 部 第 1開 口 を 貫 通 し て 延 び る 。 A導 電 体 の 第 1の 層 部 お よ び A導 電 体 の 第 2の 層 部 は
、 G導 電 体 の 中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 B導 電 体 は 、 ピ ン 部 と 、 第 1お よ び 第 2の 層 部 と を 有 す る 。 B導 電 体 の ピ ン 部 は 、 G導 電 体
の 中 央 層 部 の 第 2の 開 口 を 貫 通 し て 延 び る 。 B導 電 体 の 第 1の 層 部 お よ び B導 電 体 の 第 2の 層
部 は 、 G導 電 体 の 中 央 層 部 の 反 対 側 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 A導 電 体 の 層 部 は 、 B導 電 体 の 層 部 と 重 な ら な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 G導 電 体 の 中 央 層 部 の 第 1お よ び 第 2の 開 口 の そ れ ぞ れ の 面 積 は 、 Aお よ び B導 電 体 の 層 部
の 面 積 よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 Aお よ び B導 電 体 の 層 部 の 垂 直 位 置 は 、 G導 電 体 の ハ ウ ジ ン グ 部 の 垂 直 範 囲 内 に あ る こ と
が 好 ま し い 。 た だ し 、 Aお よ び B導 電 体 の 1ま た は 2以 上 の 層 部 の 垂 直 位 置 は 、 G導 電 体 の ハ
ウ ジ ン グ 部 の 垂 直 範 囲 を 超 え て も 良 い 。 あ る い は 、 G導 電 体 の ハ ウ ジ ン グ 部 は 存 在 し な く
て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 G導 電 体 の 中 央 層 部 は 、 第 1お よ び 第 2の 開 口 の み を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 た だ し こ れ
は 、 追 加 の 開 口 を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 G導 電 体 の ハ ウ ジ ン グ 部 と 、 Aお よ び B導 電 体 の 層 部 と は 、 開 口 を 有 さ な い こ と が 好 ま し
い 。 た だ し こ れ ら は 、 い く つ か の 開 口 を 有 し て も 良 く 、 あ る い は こ れ ら 各 々 は 、 ハ ウ ジ ン
グ 部 ま た は 層 部 の 各 領 域 の 輪 郭 を 表 す 形 状 の 導 電 素 子 の ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 定 め ら れ て
も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 あ る い は 、 A、 Bお よ び G導 電 体 は 、 平 坦 で は な い 層 状 部 を 有 し て も 良 く 、 層 状 部 は 、 ス
テ ッ プ 、 曲 線 部 、 凹 凸 部 を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 110Vの 60サ イ ク ル 向 け に 設 計 さ れ た 、 フ ィ ル タ 600の 構 造 を 有 す る フ ィ ル タ の い く つ か
の 実 施 例 で は 、 ハ ウ ジ ン グ 10は 、 円 筒 状 で あ り 、 約 1か ら 約 3cmの 径 を 有 し 、 円 筒 軸 に 沿 っ
た 長 さ は 、 約 1か ら 約 2cmで あ る 。 Aお よ び B導 電 体 の 各 導 電 層 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 径 の 約 半
分 以 下 の 径 を 有 す る 。 A導 電 体 の 導 電 層 部 間 の 距 離 は 、 約 2cm以 下 で あ り 、 Aお よ び B導 電 体
の 導 電 層 部 間 の 距 離 は 、 約 1cm以 下 で あ る 。 た だ し 、 こ れ ら の 寸 法 は 、 限 定 的 な も の で は
な く 、 特 定 の 作 動 電 圧 に 対 す る い か な る 寸 法 で あ っ て も 良 い 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】
　 フ ィ ル タ 600の 別 の 実 施 例 で は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 外 表 面 は 、 部 分 的 に も し く は 全
体 的 に 凸 状 、 凹 状 の 断 面 を 有 し 、 あ る い は 図 8に お い て 水 平 に 延 び る 、 図 8の ハ ウ ジ ン グ 10
の 上 部 ま た は 底 部 で の ハ ウ ジ ン グ 10の 範 囲 と は 異 な る 断 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 あ る い は 、 導 電 性 ハ ウ ジ ン グ 10の 上 部 、 底 部 ま た は 上 部 と 底 部 の 両 方 は 、 ハ ウ ジ ン グ 10
の 軸 の 内 方 に 延 伸 す る フ ラ ン ジ を 有 し て も 良 く 、 こ の フ ラ ン ジ は 、 部 分 的 に ま た は 全 体 的
に 誘 電 体 20を 被 覆 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 導 電 性 電 極 40、 60は 、 円 以 外 の 断 面 を 有 し 、 例 え ば 比 較 的 広 く て 平 坦
で あ る 。 広 く て 平 坦 な 断 面 で は 、 イ ン ダ ク タ ン ス が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 導 電 層 904、 908、 918お よ び 922は 、 誘 電 素 子 906、 920の 表 面 に 成 膜 す る こ と に よ っ て 構
成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 電 極 40、 60が 通 る 2つ の 開 口 の 断 面 積 に 対 す る 、 層 904の 一 つ の 主 表 面 の 表 面 積 と 、 層 90
4’ の 一 つ の 主 表 面 の 表 面 積 と の 合 計 の 比 は 、 少 な く と も 2で あ る こ と が 好 ま し く 、 少 な く
と も 5で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 10で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 層 904お よ び 908の 間 の 距 離 間 隔 は 、 層 918と 層 922の 間 の 距 離 間 隔 と 等 し い こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 層 904と 層 908と の 間 の 距 離 間 隔 に 対 す る 、 層 904の 主 表 面 の 最 大 寸 法 の 比 は 、 少 な く と
も 2で あ る こ と が 好 ま し く 、 少 な く と も 4で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 8で あ る
こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 12で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 層 904と ハ ウ ジ ン グ 10と の 間 の 距 離 間 隔 に 対 す る 、 層 904の 主 表 面 の 最 大 寸 法 の 比 は 、 少
な く と も 2で あ る こ と が 好 ま し く 、 少 な く と も 4で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 8
で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 各 層 を 貫 通 す る 開 口 （ 符 号 な し ） は 、 ピ ン お よ び 絶 縁 管 が 貫 通 で き る よ う に 寸 法 化 さ れ
る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 あ る い は G導 電 体 は 、 A導 電 体 の 開 口 と 、 B導 電 体 の 開 口 と を 貫 通 す る ピ ン を 有 し て も 良
い 。 そ の よ う な ピ ン で は 、 通 常 交 流 （ AC） プ ラ グ に 内 在 す る 3つ の ピ ン に フ ィ ル タ を 固 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 11に は 、 フ ィ ル タ 600の 概 略 的 な 回 路 モ デ ル 1100を 示 す 。 図 11で は 、 A、 Bお よ び G導 電
体 が 、 回 路 素 子 の 一 部 と し て モ デ ル 化 さ れ て 示 さ れ て い る 。 図 11に は 、 モ デ ル 1100が 示 さ
れ て お り 、 こ の モ デ ル は 、 第 1の Aキ ャ パ シ タ 1110A、 第 2の Aキ ャ パ シ タ 1120A、 第 1の Bキ ャ
パ シ タ 1110Bお よ び 第 2の Bキ ャ パ シ タ 1120Bを 有 す る 。 キ ャ パ シ タ 1110A、 1110Bは 、 製 造 誤
差 の 範 囲 内 で 、 相 互 に 同 じ 容 量 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 キ ャ パ シ タ 1120A、 1120Bは 、 製
造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 相 互 に 同 じ 容 量 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 キ ャ パ シ タ 1110A、 1110B、
1120Aお よ び 1120Bの 全 て が 、 製 造 誤 差 の 範 囲 内 で 、 相 互 に 同 じ 容 量 を 有 す る こ と が さ ら に
好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 9と 同 様 の 別 の 実 施 例 で は 、 A導 電 体 の 追 加 の 導 電 層 と 、 B導 電 体 の 追 加 の 導 電 層 と が
設 置 さ れ る 。 こ の 代 替 実 施 例 で は 、 図 9と 同 様 の 断 面 が 得 ら れ る が 、 以 下 の 点 が 変 更 さ れ
る 。 誘 電 体 908と 同 様 の 断 面 の 追 加 の 誘 電 体 は 、 導 電 層 904の 上 部 に 設 け ら れ る 。 導 電 層 90
4（ 904X） と 寸 法 お よ び 形 状 が 等 し い 、 別 の 誘 電 体 は 、 追 加 誘 電 体 の 上 部 に 設 け ら れ る 。

10

20

30

40

50

(13) JP 2006-528868 A 2006.12.21



両 導 電 層 904お よ び 904Xは 、 A導 電 体 の 電 極 60に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 誘 電 体 920
と 断 面 が 等 し い 追 加 の 誘 電 体 は 、 導 電 層 922の 下 側 に 設 置 さ れ 、 導 電 層 922と 同 様 の 断 面 の
追 加 の 導 電 層 （ 922X） は 、 追 加 の 導 電 層 の 底 部 表 面 に 設 置 さ れ る 。 層 922、 922Xの 両 方 は
、 電 気 的 に 電 極 60に 接 続 さ れ る 。 同 様 の 配 置 は 、 導 電 層 の 追 加 組 を 加 え る こ と で 、 B導 電
体 で も 可 能 で あ る 。 こ の 方 法 で 、 Aお よ び B電 極 の 各 々 に 、 導 電 層 の 追 加 組 を 加 え て も 良 い
。 各 導 電 層 は 、 同 様 の 断 面 で あ る が 、 こ れ ら は 、 同 じ 厚 さ あ る い は 同 じ 表 面 積 で あ る 必 要
は な い 。 重 要 な こ と は 、 開 口 内 を 、 他 の Aお よ び B導 電 体 の 電 極 （ 60ま た は 40） が 電 気 的 に
接 続 し な い よ う に 延 伸 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 す べ て の 実 施 例 に お い て 、 誘 電 素 子 の い ず れ か あ る い は 全 て に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 電 気
的 絶 縁 の 他 に も 、 有 益 な 特 性 を 提 供 す る 材 料 で あ っ て も 良 い 。 例 え ば 誘 電 体 は 、 イ ン ダ ク
タ ン ス に 影 響 す る 、 十 分 な 強 磁 性 体 も し く は 常 磁 性 体 で あ っ て も 良 く 、 あ る い は 電 圧 応 答
に 影 響 す る バ リ ス タ 特 性 を 有 し て も 良 い 。 例 え ば 、 金 属 酸 化 物 バ リ ス タ MOV材 は 、 サ ー ジ
防 止 に 有 益 で あ る 。 ま た 強 誘 電 体 は 、 帯 電 に 関 す る 影 響 を 防 止 す る 際 に 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 全 て の 実 施 例 に お い て 、 G導 電 体 は 、 Aお よ び B導 電 体 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 全 て の
実 施 例 に お い て 、 フ ィ ル タ が 回 路 に 接 続 さ れ て い な い 場 合 、 Aお よ び B導 電 体 は 、 相 互 に 電
気 的 に 絶 縁 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 12に は 、 フ ィ ル タ を 含 む コ ネ ク タ の 組 み 立 て ス テ ッ プ の 説 明 に 有 益 な 部 品 構 成 図 を 示
す 。 図 12に は 、 プ ラ グ ベ ー ス 1201の 2方 向 の 図 と し て 、 プ ラ グ ベ ー ス の 背 面 1201Bと 、 プ ラ
グ ベ ー ス の 前 面 1201Fが 示 さ れ て い る 。 プ ラ グ ベ ー ス 1201に は 、 プ ラ グ ベ ー ス 側 表 面 1201S
、 プ ラ グ ベ ー ス 縁 1201L、 プ ラ グ の 電 気 ア ー ス ピ ン G’ の リ ア タ ー ミ ナ ル 、 プ ラ グ の 導 電 ピ
ン A’ お よ び プ ラ グ の 導 電 ピ ン B’ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 導 電 性 内 部 シ ー ル ド 1202は 、 導 電 性 で あ っ て 、 内 部 シ ー ル ド ス ト ラ ッ プ 1202Sが 、 中 央
ピ ン （ ア ー ス ピ ン ） と 重 な り 接 触 す る よ う に 、 プ ラ グ ベ ー ス 1201上 に 設 置 さ れ る 。 通 常 、
内 部 シ ー ル ド 側 壁 部 1202Wは 、 プ ラ グ ベ ー ス 側 表 面 1201Sと プ ラ グ ベ ー ス 縁 1201Lを 固 定 す
る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 フ ィ ル タ 1203は 、 電 極 60、 40を 有 し 、 ハ ウ ジ ン グ 10を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 電 極 60は
、 タ ー ミ ナ ル 310、 310’ を 有 す る 。 電 極 40は 、 タ ー ミ ナ ル 320、 320’ を 有 す る 。 フ ィ ル タ
1203は 、 A導 電 体 の タ ー ミ ナ ル 310を 、 近 接 の プ ラ グ ベ ー ス の プ ラ グ 導 電 ピ ン A’ の タ ー ミ
ナ ル と 接 続 し 、 B導 電 体 の タ ー ミ ナ ル 320を 、 近 接 の プ ラ グ 導 電 ピ ン B’ の リ ア タ ー ミ ナ ル
と 接 続 す る こ と に よ っ て 、 プ ラ グ ベ ー ス 背 面 1201Bに 組 み 立 て ら れ る 。 こ の 組 立 体 で は 、
ピ ン 40、 60が 、 導 電 性 内 部 シ ー ル ド 1202か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た ま ま の 状 態 で 、 電 極 ピ ン
60が 内 部 シ ー ル ド 1202の 孔 1202H1を 通 っ て 延 伸 し 、 電 極 ピ ン 40が 孔 1202H2を 通 っ て 延 伸 す
る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 G導 電 体 は ピ ン を 有 さ な い 。 従 っ て フ ィ ル タ の ピ ン が 、 プ ラ グ 電 気 ア
ー ス ピ ン G’ の リ ア タ ー ミ ナ ル と 接 触 す る こ と は な い 。 G導 電 体 が タ ー ミ ナ ル を 有 す る 実 施
例 で は 、 一 つ の タ ー ミ ナ ル は 、 内 部 シ ー ル ド ス ト ラ ッ プ 1202Sと 接 続 さ れ 、 お よ び ／ ま た
は プ ラ グ 電 気 ア ー ス ピ ン G’ の リ ア タ ー ミ ナ ル に 直 接 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 組 立 体 1204は 、 導 電 性 外 部 シ ー ル ド 1204Sを 有 し 、 こ の シ ー ル ド は 、 フ ィ ル タ 1203の 組
立 体 、 内 部 シ ー ル ド 1202、 プ ラ グ ベ ー ス 1201お よ び 背 面 フ ィ ル タ ピ ン 組 立 体 1205の 周 囲 を
覆 い 、 フ ィ ル タ 組 立 体 1206が 形 成 さ れ る 。 導 電 性 外 部 シ ー ル ド 1204Sお よ び 内 部 シ ー ル ド 1
202は 、 相 互 に 物 理 的 に 接 続 さ れ る た め 、 電 気 的 に 接 続 さ れ た 導 電 性 外 部 シ ー ル ド 1204Sは
、 ハ ウ ジ ン グ 10と 物 理 的 に 接 続 さ れ 、 電 気 的 に 接 続 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 10、 さ ら に は G’ 電
極 、 導 電 性 内 部 シ ー ル ド 、 導 電 性 外 部 シ ー ル ド お よ び G導 電 体 が 、 相 互 に 電 気 的 に 接 続 さ
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れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 背 面 フ ィ ル タ ピ ン 組 立 体 は 、 導 電 体 背 面 電 極 G” 、 A” お よ び B” を 保 持 す る 誘 電 体 フ レ
ー ム 1205Dを 有 す る 。 組 み 立 て の 間 、 導 電 体 背 面 ピ ン A” お よ び B” は 、 対 応 す る フ ィ ル タ
電 極 Aお よ び Bと 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 G” ピ ン は 、 導 電 性 伸 長 部 1205Eお よ び ハ ン ダ で 、 物 理
的 お よ び 電 気 的 に 導 電 性 外 部 シ ー ル ド 1204Sに 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 組 み 立 て の 際 、 ス ト ラ ッ プ 1202Sは 、 Aお よ び B導 電 体 の ピ ン 部 60、 40の 間 を 通 り 、 プ ラ
グ ベ ー ス の ア ー ス ピ ン と 接 続 す る と と も に 、 外 部 シ ー ル ド を 通 っ て 、 G導 電 体 と 電 気 的 に
接 続 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 あ る 別 の 実 施 例 で は 、 追 加 の 導 電 性 ス ト ラ ッ プ 部 が 、 フ ィ ル タ の 外 側 に 延 び る ピ ン 部 60
、 40の 間 の フ ィ ル タ 1203の 背 面 の 周 囲 の ス ト ラ ッ プ 1202Sと と も に 、 ル ー プ を 形 成 す る 。
す な わ ち 、 追 加 の 導 電 性 ス ト ラ ッ プ 部 は 、 フ ィ ル タ の 各 側 で ス ト ラ ッ プ 1202Sと 接 続 さ れ
、 追 加 の 導 電 性 ス ト ラ ッ プ は 、 接 続 部 310、 320の 間 、 お よ び 接 続 部 310’ 、 320’ の 間 に 延
び る フ ィ ル タ 1203の 周 囲 に 導 電 性 ル ー プ を 形 成 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 12に は 、 コ ネ ク タ 内 の フ ィ ル タ の 組 立 体 の 一 例 が 示 さ れ て い る 。 こ こ に 示 し た フ ィ ル
タ は 、 い か な る コ ネ ク タ に 垂 直 に 取 り 付 け て も 良 く 、 コ ネ ク タ 内 で 、 延 長 コ ー ド 、 電 化 製
品 、 電 子 装 置 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 サ ー バ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 の よ う な デ ジ タ ル 電 子 機 器 を 含
む 電 気 お よ び 電 子 消 費 材 、 お よ び 電 動 式 機 器 、 テ レ ビ ジ ョ ン 、 ラ ジ オ 、 台 所 機 器 、 冷 蔵 庫
を 含 む 家 庭 用 電 化 製 品 、 自 動 車 、 ト ラ ッ ク 、 ボ ー ト 、 飛 行 機 、 列 車 等 の 搬 送 装 置 な ど の 一
部 を 形 成 す る 。 こ れ ら の コ ネ ク タ は 、 2、 3ま た は そ れ 以 上 の コ ネ ク タ を 有 し て も 良 く 、 3
電 極 も し く は オ ス 型 も し く は メ ス 型 ピ ン で あ っ て も 良 く 、 あ る い は ア ー ス 線 を 有 し て も 有
さ な く て も 良 い 。 導 電 体 は 、 低 出 力 デ ジ タ ル 用 途 、 前 述 の よ う な 従 来 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 電
力 、 ま た は 高 電 圧 高 周 波 数 出 力 向 け に 設 計 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 15に は 、 外 部 シ ー ル ド を 有 す る 場 合 と 有 さ な い 場 合 の 、 異 な る 配 置 で 接 続 さ れ た 、 図
6の 構 造 を 有 す る 装 置 の 特 性 曲 線 を 示 す 。 上 部 の 2曲 線 は 、 共 通 モ ー ド で の 挿 入 損 失 と 周 波
数 の 関 係 を 表 し て い る 。 共 通 モ ー ド と は 、 端 部 310、 310’ の よ う な 、 一 つ の 電 極 の 両 端 部
間 を 通 る 信 号 を 意 味 す る 。 曲 線 981は 、 シ ー ル ド が あ る 場 合 と な い 場 合 の 、 信 号 線 310か ら
310’ 、 ま た は 320か ら 320’ ま で の 特 性 を 示 し て い る 。 曲 線 982は 、 シ ー ル ド さ れ た 線 の 組
310+320か ら 310’ +320ま で の 共 通 モ ー ド の 特 性 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 下 側 の 2曲 線 は 、 差 動 モ ー ド で の 挿 入 損 失 と 周 波 数 の 関 係 を 示 し て い る 。 差 動 モ ー ド と
は 、 端 部 310、 320’ の よ う な 異 な る 電 極 の 両 端 部 を 通 る 信 号 を 意 味 す る 。 曲 線 985は 、 一
つ の 線 に 310を 接 続 し 、 別 の 線 に 320’ を 接 続 し て 、 ア ー ス 接 続 を 構 築 し た と き の 、 シ ー ル
ド さ れ て い な い 組 立 体 の 特 性 を 示 し て い る 。 曲 線 986は 、 310を 一 つ の 線 に 接 続 し 、 別 の 線
に 320’ を 接 続 し て 、 ア ー ス 接 続 を 構 築 し た と き の 、 シ ー ル ド さ れ た 組 立 体 の 特 性 を 表 し
て い る 。 差 動 モ ー ド で の 曲 線 に お い て 、 シ ー ル ド の 効 果 は よ り 明 確 で あ り 、 1.5GHzま で の
低 い 周 波 数 範 囲 で 、 8乃 至 10dBの 改 善 が 認 め ら れ 、 1.5GHzか ら 6.0GHzで は 、 30dB以 上 の 改
善 が 見 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 共 通 モ ー ド で は 、 挿 入 損 失 は 、 100MHzで 20dB以 上 で あ り 、 1GHzで は 、 挿 入 損 失 は 、 40dB
以 上 で あ る 。 差 動 モ ー ド で は 、 挿 入 損 失 は 、 約 100MHzま で は 50dB以 上 で あ り 、 DCか ら 6.0G
Hzま で で は 、 30dB以 上 で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 12に は 、 本 発 明 の フ ィ ル タ を 有 す る コ ネ ク タ を 示 す 。 本 発 明 の フ ィ ル タ は 、 い か な る
種 類 の 電 気 コ ネ ク タ へ の 設 置 に も 適 し て い る 。 本 発 明 の フ ィ ル タ は 、 前 述 の 配 置 の 回 路 へ
の 設 置 に も 適 し て お り 、 コ ネ ク タ と 一 体 化 さ れ た フ ィ ル タ と し て 、 あ る い は コ ネ ク タ と 一
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体 化 さ れ て い な い フ ィ ル タ と し て 、 設 置 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 本 発 明 の い か な る フ ィ ル タ の 作 動 時 も 、 Aお よ び Bピ ン の 接 続 部 は 、 回 路 内 で 接 続 さ れ 、
G導 電 体 は 、 絶 縁 さ れ た ま ま 、 大 き な 容 量 で 接 続 さ れ た 状 態 、 あ る い は ア ー ス に 接 続 さ れ
た 状 態 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 第 1の 回 路 配 置 で は 、 タ ー ミ ナ ル 310、 320の よ う な フ ィ ル タ の 一 端 で の タ ー ミ ナ ル は 、
い ず れ も 相 互 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 タ ー ミ ナ ル 310、 320’ は 、 相 互 に 接 続 さ れ 、 フ ィ ル タ
は 、 電 源 と 負 荷 の 間 で 第 1の 配 線 と 直 列 に 挿 入 さ れ る 。 あ る い は 、 2以 上 の フ ィ ル タ を 直 列
に 挿 入 し て も 良 く 、 フ ィ ル タ を 電 源 と 戻 り 配 線 の 両 方 に 沿 っ て 挿 入 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 第 2の 回 路 配 置 で は 、 A導 電 体 （ ピ ン 60） は 、 電 源 と 負 荷 の 間 で 、 第 1の 配 線 に 直 列 に 接
続 さ れ 、 B導 電 体 （ ピ ン 40） は 、 電 源 と 負 荷 の 間 で 、 第 2の 配 線 に 沿 っ て 直 列 に 接 続 さ れ る
。
【 ０ １ １ ４ 】
　 い ず れ の 回 路 に お い て も 、 G導 電 体 は 、 浮 遊 さ れ 、 あ る い は 大 き な 容 量 に 接 続 さ れ 、 あ
る い は ア ー ス に 接 続 さ れ る 。 G導 電 体 は 、 電 荷 の 供 給 源 ま た は 放 出 源 を 提 供 す る た め 、 フ
ィ ル タ と 一 体 化 さ れ て い な い 導 電 領 域 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 作 動 中 、 電 源 か ら 負 荷 に 電 力 が 供 給 さ れ 、 フ ィ ル タ は 、 共 通 モ ー ド の ノ イ ズ と 差 動 モ ー
ド の ノ イ ズ を 低 減 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 電 源 は 、 公 称 110V、 50乃 至 60サ イ ク ル 、 ま た は 208、 220、 230も し く は 同 様 の 電 圧 で 、 5
0乃 至 60サ イ ク ル の 電 力 、 ま た は い か な る 他 の 電 圧 、 位 相 も し く は 周 波 数 源 で あ っ て も 良
い 。 負 荷 は 、 そ の よ う な 電 力 を 使 用 す る い か な る 電 気 装 置 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 電 源 は 、 車 の 電 力 供 給 に 使 用 さ れ る 例 え ば 12Vの 電 池 の よ う な バ ッ テ リ ー で あ っ て も 良
く 、 電 源 は 、 車 両 内 の 発 電 機 で あ っ て も 良 い 。 負 荷 は 、 そ の よ う な 電 源 で 作 動 す る モ ー タ
や 電 子 装 置 を 含 む 、 い か な る 電 気 装 置 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 13に は 、 フ ィ ル タ 600の 実 施 例 で の 、 減 衰 量 と 周 波 数 の 関 係 を 表 す グ ラ フ を 示 す 。 図 1
3で は 、 共 通 モ ー ド で の 挿 入 損 失 と 、 差 動 モ ー ド で の 挿 入 損 失 と に つ い て の 減 衰 量 と 周 波
数 の 関 係 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 共 通 モ ー ド と は 、 導 電 体 ピ ン 60ま た は 導 電 体 ピ ン 40の い ず れ か の 2つ の タ ー ミ ナ ル を 通
る 減 衰 量 を 意 味 す る 。 従 っ て こ れ は 、 タ ー ミ ナ ル 310と 310’ を 通 る 減 衰 、 ま た は タ ー ミ ナ
ル 320、 320’ を 通 る 減 衰 の い ず れ か を 意 味 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 差 動 モ ー ド と は 、 フ ィ ル タ の 片 側 の 導 電 体 ピ ン 60の タ ー ミ ナ ル か ら 、 フ ィ ル タ の 反 対 側
の 導 電 体 ピ ン 40の タ ー ミ ナ ル ま で の 減 衰 量 を 意 味 す る 。 従 っ て こ れ は 、 例 え ば タ ー ミ ナ ル
310と 320’ を 通 る 減 衰 を 意 味 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 上 部 の 2曲 線 、 981、 982は 、 共 通 モ ー ド で の 挿 入 損 失 を 示 し て い る 。 曲 線 981は 、 シ ー ル
ド が あ る 場 合 と な い 場 合 の 、 単 一 配 線 310か ら 310’ ま た は 320か ら 320’ の 特 性 を 示 し て い
る 。 曲 線 982は 、 シ ー ル ド さ れ た 場 合 の 、 310＋ 320の 配 線 組 か ら 310’ +320’ ま で の 共 通 モ
ー ド で の 特 性 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 下 側 の 2曲 線 985、 986は 、 差 動 モ ー ド で の 挿 入 損 失 を 示 し て い る 。 曲 線 985は 、 310を 一
方 の 配 線 に 接 続 し 、 320’ を 別 の 配 線 に 接 続 し て 、 ア ー ス 接 続 を 構 築 し た と き の 、 シ ー ル
ド さ れ て い な い 組 立 体 の 特 性 を 示 し て い る 。 曲 線 986は 、 310を 一 方 の 配 線 に 接 続 し 、 320
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’ を 別 の 配 線 に 接 続 し て 、 ア ー ス 接 続 を 構 築 し た と き の 、 シ ー ル ド さ れ た 組 立 体 の 特 性 を
示 し て い る 。 差 動 モ ー ド で は 、 シ ー ル ド の 効 果 が よ り 明 ら か で あ り 、 1.5GHzま で の 周 波 数
範 囲 で は 、 8乃 至 10dBの 改 善 が 認 め ら れ 、 1.5GHzか ら 6.0GHzで は 、 30dBの 改 善 が 認 め ら れ
る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 共 通 モ ー ド で の 減 衰 は 、 100MHzで は 20dB以 上 で あ り 、 1GHzで は 、 40dB以 上 で あ る 。 差 動
モ ー ド で は 、 減 衰 は 、 100MHz以 下 で は 50dB以 上 で あ り 、 1.5GHzで は 40dB以 上 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル タ の 電 流 搬 送 能 は 、 導 電 素 子 60、 40と 同 じ 断 面 積 を 有 し 、 同 じ 導 電 率 を
有 す る 導 線 の 電 流 搬 送 能 と 同 等 で あ り 、 本 発 明 の フ ィ ル タ は 、 誘 導 素 子 が な く て も 作 動 す
る 。 そ の 結 果 、 通 常 本 発 明 の フ ィ ル タ は 、 従 来 の 誘 導 素 子 式 の フ ィ ル タ に 比 べ て 、 小 型 に
で き る 。 誘 導 素 子 が 存 在 し な い た め 、 本 発 明 の フ ィ ル タ は 、 従 来 の 誘 導 素 子 式 の フ ィ ル タ
に 比 べ て 、 使 用 時 に 熱 エ ネ ル ギ ー と し て 消 失 す る エ ネ ル ギ ー が 少 な い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 配 線 の 電 流 搬 送 能 は 、 国 内 の 電 気 コ ー ド を 用 い る こ と で 明 確 に な る 。 化 学 お よ び 物 理 ハ
ン ド ブ ッ ク 、 58版 、 pF-163に よ れ ば 、 内 径 16の 固 体 銅 線 の 電 流 搬 送 能 は 、 10Aで あ り 、 こ
の 銅 線 は 、 径 が 50.8ミ ル で 、 断 面 積 が 2583平 方 ミ ル で あ り 、 約 1.7平 方 ミ リ メ ー ト ル に 相
当 す る 。 内 径 14の 固 体 銅 線 の 電 流 搬 送 能 は 、 20Aで あ り 、 こ の 銅 線 は 、 径 が 64.1ミ ル で 、
断 面 積 が 4107平 方 ミ ル で あ り 、 約 2.6平 方 ミ リ メ ー ト ル に 相 当 す る 。 ま た 内 径 12の 固 体 銅
線 の 電 流 搬 送 能 は 、 30Aで あ り 、 こ の 銅 線 は 、 径 が 80.8ミ ル で 、 断 面 積 が 6530平 方 ミ ル で
あ り 、 約 4.2平 方 ミ リ メ ー ト ル に 相 当 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 断 面 積 が 1.7平 方 ミ リ メ ー ト ル の 導 電 素 子 ま た は ピ ン 60、 40を 有 す る 本 発 明 の
フ ィ ル タ は 、 約 10Aの 電 流 搬 送 能 を 有 す る ； ピ ン 60、 40の 断 面 積 が 、 2.6平 方 ミ リ メ ー ト ル
の 場 合 、 電 流 搬 送 能 は 、 約 20Aと な る ； ピ ン 60、 40の 断 面 積 が 、 4.2平 方 ミ リ メ ー ト ル の 場
合 、 電 流 搬 送 能 は 、 約 30Aと な る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル タ の 製 作 に 利 用 さ れ る 組 立 体 を 製 作 す る 一 つ の 方 法 は 、 通 常 の 平 坦 誘 電
体 の 反 対 側 に 導 電 層 を 成 膜 す る こ と で あ る 。 通 常 の 平 坦 誘 電 体 は 、 誘 電 体 素 子 480ま た は
誘 電 体 素 子 906の 形 状 で あ り 、 あ る い は 後 に 、 こ れ ら の 誘 電 体 素 子 の 形 状 に 切 断 も し く は
構 成 さ れ る 。 成 膜 さ れ た 導 電 層 は 、 例 え ば 導 電 層 904お よ び 908の 形 状 で あ っ て 、 成 膜 の ま
ま 使 用 さ れ 、 あ る い は 成 膜 後 に 導 電 層 904、 908の 形 状 に 構 成 さ れ る 。 い ず れ の 場 合 も 、 製
作 す る 方 法 は 、 そ の 後 、 両 側 に 成 膜 さ れ た 導 電 層 を 有 す る 誘 電 体 素 子 と し て 使 用 さ れ る 誘
電 体 ウ ェ ハ を 形 成 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 次 に 、 導 電 性 コ ネ ク タ 材 料 を 提
供 す る ス テ ッ プ に よ っ て 、 A導 電 体 の 素 子 が 相 互 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 B導 電 体 の 素 子 が 相
互 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 さ ら に G導 電 体 の 素 子 が 相 互 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル タ を 製 作 す る 方 法 は 、 別 個 の 素 子 を 機 械 的 に 組 み 立 て る 方 法 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 本 発 明 者 は 、 別 の 製 作 方 法 を 見 出 し て お り 、 こ の 方 法 は 、 フ ィ ル タ の 層
状 構 造 を 形 成 す る 一 連 の 層 を 成 膜 す る ス テ ッ プ と 、 層 状 構 造 を パ タ ー ン 化 す る ス テ ッ プ お
よ び ／ ま た は 成 膜 さ れ た 層 状 構 造 を 機 械 加 工 す る ス テ ッ プ と 、 を 有 し 、 一 連 の フ ィ ル タ の
層 の サ ブ セ ッ ト 組 ま た は 全 体 が 形 成 さ れ 、 任 意 で ハ ウ ジ ン グ が 成 膜 さ れ ま た は 機 械 的 に 組
み 立 て ら れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 前 述 の 実 施 例 お よ び 記 載 は 、 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 本 発 明 の
範 囲 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 願 は 、 2003年 7月 21日 に 出 願 さ れ た 、 代 理 人 明 細 書 番 号 X2YA0034P－ USの 「 パ ワ ー エ ン
ト リ ー 組 立 体 」 の 米 国 仮 出 願 60／ 488,441と 、 2003年 9月 5日 に 出 願 さ れ た 、 代 理 人 明 細 書
番 号 X2YA0036P－ USの 「 フ ィ ル タ お よ び 組 立 体 」 の 米 国 仮 出 願 60／ 500,348と 、 2003年 9月 1
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2日 に 出 願 さ れ た 、 代 理 人 明 細 書 番 号 X2YA0038P－ USの 「 シ ー ル ド さ れ た コ ネ ク タ に 関 す る
構 造 」 の 米 国 仮 出 願 60／ 502,280と 、 2003年 11月 19日 に 出 願 さ れ た 、 代 理 人 明 細 書 番 号 X2Y
A0042P－ USの 「 多 層 フ ィ ル タ 」 の 米 国 仮 出 願 60／ 523,098と 、 2003年 12月 5日 に 出 願 さ れ た
、 代 理 人 明 細 書 番 号 X2YA0043P－ USの 「 パ ワ ー エ ン ト リ ー 組 立 体 」 の 米 国 仮 出 願 60／ 527,0
04と 、 の 優 先 権 主 張 出 願 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ １ 】
【 図 １ 】 半 発 明 の フ ィ ル タ の 第 1の 実 施 例 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 1の 実 施 例 の 代 替 例 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 1の 実 施 例 の フ ィ ル タ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 1の X－ X線 に 沿 っ た 第 1の 実 施 例 の フ ィ ル タ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 4の 側 断 面 の 導 電 性 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の フ ィ ル タ の 第 2の 実 施 例 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 2の 実 施 例 の 代 替 例 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 2の 実 施 例 の フ ィ ル タ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 6の X－ X線 に 沿 っ た 第 2の 実 施 例 の フ ィ ル タ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 9の 側 断 面 の 導 電 性 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 2の 実 施 例 の フ ィ ル タ の 概 略 的 な 回 路 モ デ ル で あ る 。
【 図 １ ２ 】 前 述 の 本 発 明 の フ ィ ル タ を 含 む フ ィ ル タ 組 立 体 の 組 み 立 て 状 態 を 示 す 概 略 的 な
構 成 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 シ ー ル ド さ れ た フ ィ ル タ お よ び シ ー ル ド さ れ て い な い フ ィ ル タ の 各 種 ポ ー ト を
通 る 、 挿 入 損 失 と 周 波 数 の 関 係 を 示 す 試 験 デ ー タ グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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